
↓凡例

仕入先

←仕入れ（うち

課税仕入れにつ

いて）

事業内容、役務の提供内容
役務の提供形

態

←売上げ（うち課税売上げ

について）

売上先（役務の依頼者・事

業者・購入者種別）

（A）個人事業・総務・法務・会計帳簿管

理・請求書発行班

―　合同会社設立準備会

（B）流動資産管財班

（B）固定資産管財班

（B）税務統括（インボイス・消費税対

応）、マイナンバー担当班

（B）社会保険（年金保険、健康保険、労働

保険等）班

（B）インフラ・公共料金班

統

括

室

下方の協力要請者対応室参照

これら全ての（当研究所における業務でもある）実務・ノウハウを、以下

の協力要請者（法人、権利能力なき社団、任意団体、民法上の組合など）

からの求めに応じて提供。

←財団、社団、会社、権利能

力なき社団・財団、任意団

体、学会、民法上の組合

委託、出向、

被用

物品購入

等の仕入

れ←

→イ→

IJAIの内部組織

→イ→

岩崎純一および岩崎純一学術研究所の活動内容・ご用命内容の概要、および適格請求書（インボイス）発行チャート図

イ：適格請求書（インボイス）（適格返還請求書（返還インボイス）を含む）および領収書を当研究所が売上先に対し交付

簡イ：インボイスを当研究所が作成して売上先に対し交付するのでなく、売上先が支払明細書などとして仕入先（当研究所）の登録番号（あらかじ

め届出済）を記載した書類を発行し、当研究所が自ら交付した適格簡易請求書（簡易インボイス）と見なして受領

岩崎純一個人

↓元入金（出資）

「岩崎純一学術研究所」

（個人事業主、適格請求書発行事業者）

関係大学・学会の庶務課様、経理担当部署様等、関係各位

※インボイス制度の開始前後にかかわらず、とりわけ赤字で示した大学・学会（学部から教職員個人までを含む）との取引（研究依頼書、見積書、

納品書、振込依頼書、請求書、領収書の発行）において、大学・学会側の源泉所得税・消費税等の各種税務の不徹底、理解の欠如、不明瞭な記載や

処理、不払が多く見受けられ、訂正依頼・再発行・催促などの連絡を要し、弊所における経理作業の遅滞など事務処理に影響しております。源泉徴

収や消費税課税の有無、税込・税抜の別および金額を明記し、下記の簡易インボイスとしての効力を成立させて下さいますようお願い申し上げま

す。書面が簡易インボイスとして無効であり、かつ当該大学がインボイス発行事業者である場合は、正しい源泉額および課税額を明記したインボイ

スを弊所より交付します。また、お支払に不足、二重源泉徴収、または過払いがある場合、請求、還付請求、または還付させていただきます。一

方、支払調書は必ずしも必要ありません。

作成・公開：2020年7月5日　　取引先および弊所の消費税確定申告に備え、インボイス事項追記：2024年1月29日　　更新：2024年2月11日

作成者：岩崎純一、岩崎純一学術研究所

　岩崎および当研究所（IJAI）は、以下のようなご用命を賜り、活動しております。特にインボイス制度開始以降、課税取引としての依頼の仕方・処理・書類が分からない、というお声をよく頂きますので、本表をご参照下さい。

　IJAIは、これらの活動を統括する総合学術研究所で、個人知・総合知のアーカイブ化も実践しています。特に日本の人口減少など、次の時代を見据え、大学その他の既存の研究機関に代わる知の集積所を目指しています。該当す

るアーカイブ資料に辿り着けない場合は、いつでもお問い合わせ下さい。また、「総合案内」資料もご参照下さい。

会計帳簿（電子帳簿保存法対応済）

請求書（適格請求書保存方式対応済）
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（B）クレジットカード・決済サービス班

（B）モバイル端末班

（B）職務環境、ITワーキングスペース、学

術アカウント班

（C）ハードウェア（パソコン、IT機器）、

ファシリティ、ローカルセキュリティ班

　→　システム室が管轄

（C）ソフトウェア、インターネット、ネッ

トセキュリティ、汎用アカウント班

　→　システム室が管轄

（C）イントラネット、イーサネット、パソ

コン・モバイル端末間連携模式図・設計班

　→　システム室が管轄

（C）システム・IT機器スペック管理班

　→　システム室が管轄

（D）防犯・防災班

（D）医療班

（D）家電・日用品・備品管理班（システム

室管理分を除く小規模ファシリティ）

（D）食料品等管理業務

（D）寄付・冠婚葬祭・贈答業務班

物品購入

等の仕入

れ←

→イ→

大学、学

会（学会

費等）←

←課税有無、税

込・税抜の別の

不透明・不記載

について、イ交

付請求←

統

括

室

下方の協力要請者対応室参照

これら全ての（当研究所における業務でもある）実務・ノウハウを、以下

の協力要請者（法人、権利能力なき社団、任意団体、民法上の組合など）

からの求めに応じて提供。

これら全ての（当研究所における業務でもある）実務・ノウハウを、以下

の協力要請者（法人、権利能力なき社団、任意団体、民法上の組合など）

からの求めに応じて提供。

下方のシステム室参照

これら全ての（当研究所における業務でもある）実務・ノウハウを、以下

の協力要請者（法人、権利能力なき社団、任意団体、民法上の組合など）

からの求めに応じて提供。

←財団、社団、会社、権利能

力なき社団・財団、任意団

体、学会、民法上の組合

←財団、社団、会社、権利能

力なき社団・財団、任意団

体、学会、民法上の組合

←財団、社団、会社、権利能

力なき社団・財団、任意団

体、学会、民法上の組合

委託、出向、

被用

委託、出向、

被用

委託、出向、

被用

下方の協力要請によらない（岩崎自らの発意による）岩崎の著作物（著作

権・著作隣接権・著作者人格権）に係る事業：

著書、原稿執筆、楽曲作曲（ジャンルは協力者欄に同じ）、音楽のライセ

ンス販売、音楽サブスク配信、文筆・和歌詠進等による買取または印税。

（音楽活動では主に「IJ ART MUSIC」名義。4歳でピアノを始め、1995年

前後からXGworksやQY700によるDTMを開始。以来、CUBASEやKAWAI

MP9500を中心にDAW環境を整備。現在もCUBASE最新版中心の環境を維

持。）

研究所自体の運営、統括室の実務・ノウハウを、以下の協力要請者（法

人、権利能力なき社団、任意団体、民法上の組合など）からの求めに応じ

て随時追加提供。

戦闘地域・係争地・被災地への寄付・文化保存活動

配信、購入、

電磁気記録に

よるデータ移

動

岩崎活動総覧室

設備投資

等の仕入

れ←

→イ→

物品購入

等の仕入

れ←

→イ→

物品購入

等の仕入

れ←

→イ→

←簡イ←

→交付請求ある場合、イ→

または

→イ→

←販売代行事業者等、個人等

←財団、社団、会社、権利能

力なき社団・財団、任意団

体、学会、民法上の組合

→イ→

→イ→

→イ→
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物品購入

等の仕入

れ←

→イ→

大学、学

会（学会

費等）←

←課税有無、税

込・税抜の別の

不透明・不記載

について、イ交

付請求←

非営利組織（財団・社団・学会・サロン・寮）の運営・オフィス業務代行

全般：

設立（定款作成、法務局への商業登記申請）、総務、法務・運営（理事

会・評議員会の準備・書類作成・進行・議事録作成、内閣府への公益目的

支出計画実施報告、変更登記申請または司法書士等への委任書類作成）、

人事・庶務（勤怠管理、給与計算・支払、給料ソフトの導入・運用、マイ

ナンバー管理、源泉徴収、年調、源泉徴収票の発行、社会保険）、財務

（経理・会計、会計ソフトの導入・運用、銀行関連業務、アセット・資

産・印・通帳・金庫・現金・出納管理、事業計画・予算作成、事業報告・

収支報告・計算書類・財務諸表・監査報告書の作成）、税務（基礎・配偶

者・扶養控除申告、国税・地方税の納税、特別徴収、年調、支払調書の発

行、インボイス・電子帳簿保存法など法改正への対応）、顧客名簿管理、

ファシリティ導入・管理・運用、内閣府・税務署・自治体・年金機構など

との折衝や書類作成。

専門図書館・書店（ネット含む）構築。文学・演劇などにおける著作権手

続き（国内外）。

（公務員ではないため、岩崎が権利を有する資料などはIJCAに含めてお

り、ご覧いただけます。）

委託、出向、

被用
→イ→

←財団、社団、会社、権利能

力なき社団・財団、任意団

体、学会、民法上の組合

配信、有料で

の鑑賞、購

入、電磁的記

録によるデー

タ移動

←研究所スタッフ自身（鑑賞

会などで入場料を設定する場

合）

→イ→

研究所総覧室

協力者対応室

物品購

入、設備

投資等の

仕入れ←

物品購入

等の仕入

れ、謝

金、人件

費←

→イ→

←不課税の人件

費を除く課税取

引の場合で、仕

入れ先もインボ

イス発行事業者

である場合に、

イ交付請求←

→イ→

研究所の著作物（著作権・著作隣接権・著作者人格権）に係る事業：

音楽のライセンス販売、音楽配信、文筆・和歌詠進等による買取または印

税

研究所自体の運営、統括室の実務・ノウハウを、以下の協力要請者（法

人、権利能力なき社団、任意団体、民法上の組合など）からの求めに応じ

て随時追加提供。

戦闘地域・係争地・被災地への寄付・文化保存活動

配信、購入、

電磁的記録に

よるデータ移

動

←簡イ←

→交付請求ある場合、イ→

または

→イ→

←販売代行事業者等、個人等

←財団、社団、会社、権利能

力なき社団・財団、任意団

体、学会、民法上の組合

協力要請者対応室

研究所スタッフ・協力者との共同による総合芸術の創作、作曲、提供、上

演：

ピアノ曲全般、バレエ、神道交響詩、神道バレエ、仏教オペラ、共感覚幻

想曲、劇伴、音楽劇、舞台劇、歌合・歌会、巫女舞など。他のスタッフも

「IJ ART MUSIC」または「岩崎純一芸術団」として参加。
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同上および監査（監事）業務、相談業務
委託、出向、

被用
→イ→

←任意団体、権利能力なき社

団・財団、民法上の組合

大学教員としての講義、外部講師としての講義・講演（講義の役務の提

供。判例により職務著作物でなく個人著作物）：

現在まで約10校。これらは主に、研究所の経理事務を介さない岩崎個人名

義での職となっておりますが、カリキュラム・時間割に定められた授業を

除く一部の外部講義資料などはIJCAに含めており、ご覧いただけます。文

理両系・超域分野。主に、東西の哲学、文芸論、総合芸術論、古文書・古

美術の解読・解明、言語学、精神病理論、心理学、神経科学、DTM・音楽

理論など。

委嘱、出向

（俗に言う、

または各大学

が称する非常

勤講師、特別

招聘講師、臨

時講師、ゲス

ト講師など）

→課税部分について、また

は所得税の甲乙・10.21%

（委託の態様）の別および

有無や消費税の課税有無、

税込・税抜の別の不透明・

不記載について、イ→

←大学等教育研究機関

（講義の役務の提供要請）

学術研究、著作物、講演、被験者としての実験参加協力（学術研究の役務

の提供）：

現在まで約20機関・校。古典文献・歌碑・古物の解読・解明、作曲・編

曲・DTM・音楽理論・音響・音声・カラオケ制作、翻訳、岩崎の故郷であ

る吉備の郷土史・巫女史・神道史・戦史（吉備王国から現代まで）の視点

からの古代史・日本史研究、歌道・巫女神道・シャーマニズム文化の継承

発展、五感・知覚研究と被験者としての実験参加協力（脳・身体情報デー

タ提供）やフィールドワーク調査など（共感覚、絶対音感、直観像記憶、

不思議の国のアリス症候群、超音波知覚など。岩崎は動物防除装置などが

発する超音波を感知でき、苦痛を覚えるため、動物研究者などのご協力の

もと、「都内超音波装置スポット報告マップ」を公開、更新中）、言語

学・心理学・精神病理学・人工言語学・言語体系創造・論理学・宗教学・

新宗教論・文明論・神経科学、学習障害・発達障害者・限局的天才の世界

認知を基礎とした知的共同体構想と新しい日本の提案、環境・SDGs・都

市計画・集合住宅・メタバース・アーコロジー・宇宙・天文学研究など。

委託、出向

→課税部分について、また

は所得税の甲乙・10.21%

（委託の態様）の別および

有無や消費税の課税有無、

税込・税抜の別の不透明・

不記載について、イ→

←大学等教育研究機関、学

会、民間法人、公益・一般法

人、地方の財産管理団体、神

社仏閣などの宗教施設、小中

高校、保育園等

（学術研究の役務の提供要

請）

物品購

入、設備

投資等の

仕入れ←

→イ→ 協力要請者対応室
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著作物（執筆等、著作権に係る役務の提供）：

現在まで約20機関・校。和歌詠進、各時代の古語・歌語・雅語・敬語・最

高敬語による書簡作成代行、園歌作曲など。大正・昭和初期生まれのご年

配の方からの代筆・添削依頼も多いです。皇太子時代の今上陛下宛の書簡

代筆経験もあります。

委託、出向

→課税部分について、また

は所得税の甲乙・10.21%

（委託の態様）の別および

有無や消費税の課税有無、

税込・税抜の別の不透明・

不記載について、イ→

←大学等教育研究機関、学

会、民間法人、公益・一般法

人、地方の財産管理団体、神

社仏閣などの宗教施設、小中

高校、保育園等

（執筆等、著作権に係る役務

の提供要請）

物品購

入、設備

投資等の

仕入れ←

→イ→ 本資料に掲げた全ての著作物および役務が該当 売却

→最終消費者であるか否か

を問わず、販売代行事業者

や個人に対し、イ→

←著作物の直接購入、役務の

提供に対する対価の支払

（C）ハードウェア（パソコン、IT機器）、

ファシリティ、ローカルセキュリティ班

　→　システム室が管轄

パソコン、ファシリティ、システムの構築、整備、管理、セキュリティ。

（C）ソフトウェア、インターネット、ネッ

トセキュリティ、汎用アカウント班

　→　システム室が管轄

ソフトウェア、インターネット接続の構築、整備、管理、セキュリティお

よびウェブサイトのデザイン、制作、管理運営、SEO。

（C）イントラネット、イーサネット、パソ

コン・モバイル端末間連携模式図・設計班

　→　システム室が管轄

イントラネット、イーサネット、社内ネットワークの構築、整備、管理、

セキュリティ。

（C）システム・IT機器スペック管理班

　→　システム室が管轄

ハードウェア・ソフトウェアのスペック・バージョン管理および固定資産

の減価償却。

→立替の

場合（経

費立替、

割勘）←

→立替金精算書

←
→立替金精算書←

→立替の場合（経費立替、割

勘）←

設備投資

等の仕入

れ←

利用者対応室

物品購

入、設備

投資等の

仕入れ←

情

報

シ

ス

テ

ム

室

→イ→

←財団、社団、会社、権利能

力なき社団・財団、任意団

体、学会、民法上の組合

→イ→

→イ→

委託、出向、

被用

協力要請者対応室
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